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１．研究成果の概要 

過大負荷に起因するバーンアウトやワーカホリズムに関する研究に比べ、過少負荷に起因する退屈研究は圧倒

的に乏しい。2024 年度は、仕事における退屈とワーク・エンゲイジメントが、異なる先行要因を有しており、

アウトカムであるウェルビーイングと組織アウトカムに対して反対の関連を有していることを実証した国際

論文（筆頭）が掲載された。このほか、仕事の要求度と顎関節症との関連の検証、インドネシアで使用できる

リカバリー経験尺度の開発、笑いとワーク・エンゲイジメントおよびワーカホリズムとの双方向の関連の検証

など、産業保健心理学領域において国際共著論文 4 本が掲載された。 
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３．主な経費 

・研究に関わるデータ分析や書籍・論文執筆のためのノートパソコン購入＋長期保証費用。

・学術情報収集と研究発表のための２つの学会の年会費（産業組織心理学会、産業ストレス学会）。

４．その他の特筆すべき事項（表彰、研究資金の受入状況等） 

【科学研究費】 

・研究活動スタート支援：令和６年度～７年度、研究代表者、課題名「仕事における退屈(Boredom at work)

の測定と、その予防・低減に有効な方策の提案」（課題番号： ２４Ｋ２２８１１）

（本文は 2ページ以内にまとめること） 


